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【目的】 視覚障碍者が通学時に暴力を振るわれたり、盲導犬が傷つけられるなどの

報道がなされております。このような悲しい事件を繰り返させてはなりません。 

そこで視覚障碍者の外出時における状況を把握して関係機関に働きかけ協力を得るた

めに行います。        

 アンケートの結果はＮＨＫさいたま放送局・朝日新聞 さいたま総局・埼玉新聞・

読売新聞・日刊スポーツに情報提供させて頂きます。 

個人情報のメールアドレスは、アンケート集計後は当法人が責任をもち破棄させて頂

きます。 

 回答方法としては便宜上、携帯メール・パソコンメールの方も例えば問１ならば男

性でしたら「問１ア」、女性でしたら「問１イ」とお書きいただき、問４と問６につ

いては具体的にお書きください。 

 複数のメーリングリストに送らせていただいて居りますので重複すると思いますが

容赦いただき、ご協力いただけましたら幸甚です。 

*真に恐縮ですが回答は１９日（金）までにお願い申し上げます。 

 

 

 

※ 回答者の、殆どの方がコメントを書いてきていただきました。 

その中でも複数回答があるのは、白杖を折られる事故・点字ブロック上でのトラブル 

（駐車自転車・自動車,駅では荷物を置いたり・立っている人） 

にぶつかったり、転倒したり、驚く事に女性には痴漢行為をされたなどの経験がある 

事、駅のホームからの転落・電車とホームの間に落ちるなどの事故も複数ありました。 

※リスク回避では、歩行中には何か起こった（白杖に触れる事、肩がぶつかったり） 

時は直ぐに[すみません・ごめんなさい]と声を出すなども複数回答があります。 

 今回の盲導犬の事件や女子学生のトラブルなどが繰り返されないように、盲導犬や 

白杖の事を皆さんに理解していただけたらと願います。 

※盲導犬に声をかける、手招きをするなど、注意を引くことをしてしまうと盲導犬が 

本来のお仕事ができなくなってしまう場合があります。 

盲導犬は健康維持の為食事の時間と量を決めてあたえていますので、盲導犬に食べ物 

を与えたり、見せびらかせたりしないようにお願いします。 

お仕事中に食べものを与えてしまうと気が散って仕事に集中できなくなります。 

以上、回答者のコメントを読ませていただき強く感じました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

*以下アンケートです。 

 

問１  性別を教えて下さい。        

ア、男性 



イ、女性        

 

問２  年齢を教えて下さい。        

ア、１０～１９歳 

イ、２０～２９歳 

ウ、３０～３９歳   

エ、４０～４９歳 

オ、５０～５９歳 

カ、６０～６９歳   

キ、７０～７９歳 

ク、８０歳以上   

 

問３  外出移動状況を教えて下さい。        

ア、ガイドヘルパーさん又はご家族と外出 

イ、盲導犬と外出 

ウ、白杖で外出 

エ、多少視力があるのでガイドヘルパー・盲導犬・白杖などを使用せずに外出 

オ、外出しない  

 

問４  問３でア、～エ、を選択された方は、外出移動時に危険や恐怖にさらされた 

ことは、ありますか。        

 ありましたらなるべく具体的にいつ・どこで・どんな状況に遭遇したかお 

書き下さい。 

 

問５ 問３でオ、を選択された方は、外出しない理由を教えて下さい。        

ア、仕事を自宅でしているため外出の必要性を感じない 

イ、外出は、怖くてできない 

ウ、外出は、してみたいがガイドがいないのでできない 

エ、家族が心配するので外出できない         

オ、その他何かありましたらお書きください。 

 

問６ 外出移動時にリスク回避をするために心がけていることがありましたら教えて 

下さい。 


